
限定公開限定公開

※記録のため講座を録画をさせていただきますが、 動画の提供はお断りしております。

お問い合わせ

TEL
FAX 
Mail

： 022-293-2281

： 022-349-9574

： e-tec@world.ocn.ne.jp
〒984-0051

仙台市若林区新寺一丁目 5-26-104

特定非営利活動法人環境生態工学研究所

E-TEC ホームページ Twitter

申込方法 以下の URL もしくはＱＲコードの Google フォームに

必要事項を記入しお申込み下さい。

 https://forms.gle/pH9GjfsNEVpF9ZDdA

開催方法
※下記会場対面式とオンラインによる配信
ハイブリット開催 定　　員 先着１００名 ( 参加費無料 )

　昭和 62 年 3 月東北大学大学院修了　東北大学工学部助手、 福島工業高等専門学校土木工学科助手、 同建設環

境工学科助教授を経て、 平成 19 年 4 月同建設環境工学科教授、 同地域環境テクノセンター長、 同専攻科長、 同

副校長を歴任。 令和 5年 4月より現職。 工学博士 （東北大学）。

 

　昭和 62 年 3 月東北大学大学院修了　東北大学工学部助手、 福島工業高等専門学校土木工学科助手、 同建設環

境工学科助教授を経て、 平成 19 年 4 月同建設環境工学科教授、 同地域環境テクノセンター長、 同専攻科長、 同

副校長を歴任。 令和 5年 4月より現職。 工学博士 （東北大学）。

 

講師 ： 原田 正光講師 ： 原田 正光 （福島工業高等専門学校都市システム工学科特任教授）（福島工業高等専門学校都市システム工学科特任教授）

　2011 年 3 月の福島第一原子力発電所事故による環境放射能汚染に対応するため、 除染による空間線量率の低減

化 ・人の生活環境の回復が行われた。 この除染で福島県内で発生した放射性物質を含む 1400 万 m3 もの大量の土

壌等が、 福島第一原発敷地を囲む面積 16km2 の中間貯蔵施設敷地内に集約され、 2045 年 3 月までに県外最終処

分されるのを待っている。 しかし、 最終処分に向けての技術的な課題は克服されても、 国民的な理解醸成が進んで

いるとは言い難い現状にある。 本講演では、 除去土壌の現状や若者の理解醸成への取組みなど福島県内の除去土

壌を取り巻く動向について紹介する。

　2011 年 3 月の福島第一原子力発電所事故による環境放射能汚染に対応するため、 除染による空間線量率の低減

化 ・人の生活環境の回復が行われた。 この除染で福島県内で発生した放射性物質を含む 1400 万 m3 もの大量の土

壌等が、 福島第一原発敷地を囲む面積 16km2 の中間貯蔵施設敷地内に集約され、 2045 年 3 月までに県外最終処

分されるのを待っている。 しかし、 最終処分に向けての技術的な課題は克服されても、 国民的な理解醸成が進んで

いるとは言い難い現状にある。 本講演では、 除去土壌の現状や若者の理解醸成への取組みなど福島県内の除去土

壌を取り巻く動向について紹介する。

「 どうする除去土壌 」

土月 日
2023 年 176

10:00 ～ 11:30日　　時

　一般財団法人山形県理化学分析センターでは故須藤隆一先生をお招きし、 広く環境問題に関する視野を持つべく

勉強会 （講座） を 8 年間にわたり開いておりました。 この度、 E-TEC の新しい体制を迎えるにあたり、 先生の意思

を引き継ぎながらも開催方法を大きく変える 『美しい地球環境講座』 を定期的に開催いたします。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。

　一般財団法人山形県理化学分析センターでは故須藤隆一先生をお招きし、 広く環境問題に関する視野を持つべく

勉強会 （講座） を 8 年間にわたり開いておりました。 この度、 E-TEC の新しい体制を迎えるにあたり、 先生の意思

を引き継ぎながらも開催方法を大きく変える 『美しい地球環境講座』 を定期的に開催いたします。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。
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開催のお知らせ開催のお知らせ

共同主催 ： ( 一財 ) 山形県理化学分析センター、 特定非営利活動法人 環境生態工学研究所 (E-TEC)

第 7回

会　　場 仙台市戦災復興記念館　４階研修室

申し込みフォーム


